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は
じ
め
に 

  

二
〇
二
三
年
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
相
撲
界
に
と
っ
て
忘
れ
が
た
い
年
に
な
る
だ

ろ
う
。 

七
月
の
名
古
屋
場
所
で
は
、 
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
初
の
大
相
撲
力
士
・
獅
司
（
し

し
、
二
六
歳
、
雷
部
屋
）
が
東
十
両
一
二
枚
目
に
昇
進
し
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
出
身

初
の
関
取
誕
生
で
あ
る
（
ウ
ク
ラ
イ
ナ
系
力
士
と
し
て
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
の
父

を
持
つ
元
横
綱
大
鵬
が
い
る
）
。
獅
司
は
、
七
月
と
九
月
の
二
場
所
、
と
も
に
九

勝
六
敗
の
好
成
績
で
勝
ち
越
し
、
一
一
月
の
九
州
場
所
で
は
十
両
上
位
で
新
入
幕

を
狙
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。 

こ
の
ほ
か
、
九
月
の
秋
場
所
で
は
、
二
人
目
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
力
士
・
安
青
錦

（
あ
お
に
し
き
、
一
九
歳
、
安
治
川
部
屋
）
が
初
土
俵
を
踏
ん
だ
。
番
付
外
の
前

相
撲
に
臨
ん
だ
安
青
錦
は
、
相
手
を
圧
倒
す
る
力
強
い
相
撲
で
三
番
を
全
勝
で
終

え
た
。 

と
も
に
体
格
に
恵
ま
れ
、
稽
古
熱
心
、
将
来
有
望
な
力
士
た
ち
で
あ
る
。
マ
ス

コ
ミ
報
道
な
ど
か
ら
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
人
柄
も
、
寡
黙
、
実
直
、
素

直
、
ユ
ー
モ
ア
精
神
も
あ
る
な
ど
、
好
感
が
持
て
る
。
こ
の
二
人
に
つ
い
て
、
日

本
相
撲
協
会
の
公
式
情
報
や
国
内
の
報
道
以
外
に
、
筆
者
の
専
門
で
あ
る
ロ
シ
ア

語
、
さ
ら
に
は
最
近
学
び
始
め
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
の
ソ
ー
ス
も
参
照
し
な
が
ら
、

数
回
に
分
け
て
ご
紹
介
し
た
い
。 

   

一
．
ウ
ク
ラ
イ
ナ
出
身
力
士
の
母
語 

 

周
知
の
よ
う
に
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
公
用
語
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語 

у
к
р
аїн

сь
ка м

о
ва 

で
、
人
口
の
八
割
前
後
が
使
用
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
二
〇
二
二
年
二
月
の
ロ
シ

ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
後
は
、
ロ
シ
ア
語
忌
避
の
傾
向
が
強
ま
っ
て
お
り
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
の
話
者
人
口
が
ま
す
ま
す
増
加
し
て
い
る
実
態
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

国
内
で
実
施
さ
れ
た
世
論
調
査
で
も
明
ら
か
に
な
っ
た
（
二
〇
二
三
年
六
月
三
〇

日
付
、М

іж
н

ар
о
д
н

и
й

 Р
е
сп

у
б
л
ік

ан
сь

к
и

й
 Ін

сти
ту

т, В
о

сь
м

е
 в

сеу
к
р

аїн
сь

ке 

м
у
н

іц
и

п
ал

ьн
е о

п
и

ту
в
ан

н
я
. 

以
下
、
第
八
回
調
査
）。 

こ
の
ほ
か
、
帝
政
ロ
シ
ア
や
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
政
権
の
言
語
政
策
の
影
響
で
、
ロ
シ

ア
語
を
母
語
と
す
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
も
人
口
の
三
割
前
後
に
の
ぼ
る
。
ロ
シ
ア
と

国
境
を
接
す
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
東
部
や
南
東
部
に
は
、
ロ
シ
ア
語
母
語
話
者
や
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
語
と
ロ
シ
ア
語
の
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
が
多
く
居
住
す
る
。
中
部
や
東
部
に

は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
と
ロ
シ
ア
語
の
混
合
言
語
ス
ル
ジ
ク 

су
р
ж

и
к
 

を
話
す
住
民

も
多
い
。 

本
稿
で
と
り
あ
げ
る
二
人
の
力
士
の
母
語
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ま
で
の
と

こ
ろ
、
相
撲
協
会
や
所
属
部
屋
な
ど
の
公
式
ペ
ー
ジ
に
記
載
が
な
い
の
で
、
今
ま

で
の
二
人
の
日
本
国
内
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
の
発
言
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
内
の
記

事
・
動
画
な
ど
の
ソ
ー
ス
か
ら
推
察
し
た
い
。 

 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
出
身
の
二
人
の
力
士
（
一
） 
 

飯 

田 

梅 

子 
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二
．
獅
司
の
母
語 

 
獅
司
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
南
東
部
ザ
ポ
リ
ー
ジ
ャ
州
メ
リ
ト
ポ
リ

М
ел

іто
п

о
л
ь

の
出
身
で
あ
る
。
ザ
ポ
リ
ー
ジ
ャ
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
コ
サ
ッ
ク
の
一
大
拠
点
で
、

一
六
四
八
年
に
ザ
ポ
リ
ー
ジ
ャ
・
コ
サ
ッ
ク
の
頭
領
（
ヘ
チ
マ
ン
）
フ
メ
リ
ニ
ツ

キ
ー
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
リ
ト
ア
ニ
ア
共
和
国
に
対
し
て
乱
を
起
こ
し
、
コ
サ
ッ
ク

国
家
の
ヘ
チ
マ
ン
国
家
が
約
一
世
紀
半
に
渡
っ
て
存
在
し
た
。
伝
統
的
に
、
勇
猛

な
精
神
に
満
ち
溢
れ
た
土
地
柄
で
あ
る
。 

二
〇
二
二
年
二
月
末
の
ロ
シ
ア
に
よ
る
占
領
以
前
は
約
一
五
万
人
が
居
住
し

て
い
た
が
、
同
年
三
月
に
市
長
が
ロ
シ
ア
軍
に
拉
致
さ
れ
、
同
九
月
末
に
は
ロ
シ

ア
が
ザ
ポ
リ
ー
ジ
ャ
州
と
ヘ
ル
ソ
ン
州
の
併
合
を
宣
言
し
、
メ
リ
ト
ポ
リ
は
ロ
シ

ア
側
に
よ
っ
て
臨
時
州
都
に
指
定
さ
れ
、
現
在
に
至
る
。 

ア
ゾ
フ
海
に
隣
接
す
る
メ
リ
ト
ポ
リ
は
、
ギ
リ
シ
ャ
語
で
「
蜂
蜜
の
町
」
を
意

味
す
る
。
現
在
の
メ
リ
ト
ポ
リ
が
位
置
す
る
地
域
は
、
紀
元
前
七
世
紀
に
は
ス
キ

タ
イ
国
家
の
版
図
に
含
ま
れ
て
お
り
、
ス
キ
タ
イ
時
代
の
古
墳
か
ら
多
く
の
黄
金

美
術
の
副
葬
品
が
出
土
し
て
い
る
。
ロ
シ
ア
の
占
領
後
、
メ
リ
ト
ポ
リ
郷
土
史
博

物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
た
ス
キ
タ
イ
黄
金
美
術
な
ど
約
二
〇
〇
点
が
略
奪
さ
れ

た
と
い
う
。
（JA

P
A

N
 A

R
T

 n
ew

s

、
二
〇
二
二
年
五
月
二
六
日
付
） 

ザ
ポ
リ
ー
ジ
ャ
の
家
庭
で
話
さ
れ
る
言
語
は
、
侵
攻
前
の
二
〇
二
一
年
六
月
に

は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
が
二
七
％
、
ロ
シ
ア
語
が
九
六
％
と
、
ロ
シ
ア
語
話
者
が
圧

倒
的
多
数
で
あ
っ
た
（
二
〇
二
一
年
九
月
一
六
日
付
、М

іж
н

а
р

о
д

н
и

й
 

Р
е
с
п

у
б

л
ік

а
н

с
ь
к

и
й

 
Ін

с
т
и

т
у

т, 
С

ь
о

м
е
 

в
с

е
у

к
р

а
їн

с
ь
к
е
 

м
у

н
іц

и
п

а
л

ь
н

е 

о
п

и
ту

в
а
н

н
я
. 

以
下
、
第
七
回
調
査
）
。
し
か
し
、
侵
攻
一
年
後
の
二
〇
二
三
年 

五
月
に
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
が
二
三
％
、
ロ
シ
ア
語
は
六
七
％
と
、
実
に
三
割
近

く
ロ
シ
ア
語
話
者
が
減
少
し
て
い
る
（
第
八
回
調
査
）。 

獅
司
本
人
、
母
ユ
リ
ヤ
さ
ん
、
メ
リ
ト
ポ
リ
時
代
の
ク
ク
ソ
フ
コ
ー
チ
な
ど
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
ロ
シ
ア
語
で
記
事
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
侵
攻
前
に
ザ
ポ
リ
ー

ジ
ャ
の
家
庭
で
話
さ
れ
て
い
た
言
語
の
九
割
以
上
が
ロ
シ
ア
語
だ
っ
た
こ
と
を

鑑
み
る
と
、
獅
司
の
母
語
は
ロ
シ
ア
語
だ
と
思
わ
れ
る
。 

た
だ
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
を
全
く
話
さ
な
い
わ
け
で
は
な
い
よ
う
だ
。
と
い
う

の
も
、
獅
司
が
電
話
で
「П

о
п

ы
тал

ся
 

у
к
р

аи
н

ско
м

у
 

яп
о

н
ц

ев
 

н
ау

ч
и

ть
 

–
 

п
о
л
у
ч

и
л
о
с
ь
! А

 в
о
т д

л
я
 м

ен
я
 я

п
о
н

ск
и

й
 –

 сл
о
ж

н
о
ваты

й
. [

日
本
人
に
ウ
ク
ラ

イ
ナ
語
を
教
え
て
み
た
ら
、
上
手
く
い
っ
た
よ
！ 

で
も
、
僕
に
と
っ
て
日
本
語

は
ち
ょ
っ
と
難
し
い
。] 

」
と
話
し
て
い
た
と
、
ク
ク
ソ
フ
コ
ー
チ
が
明
か
し
て

い
る
か
ら
だ
（K

P
.U

A

、
二
〇
一
八
年
一
二
月
二
四
日
付
）
。
つ
ま
り
、
獅 

 
  

 
 
 
 
 

司
は
周
囲
の
日
本
人
に
、
得
意
な
ロ
シ
ア
語
で
は
な
く
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
を
教
え

て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
会
話
か
ら
す
る
と
、
獅
司
の
母
語
は
ロ
シ
ア
語
だ
が
、

外
国
人
に
は
公
用
語
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
を
教
え
よ
う
と
い
う
意
識
が
働
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。 

こ
の
こ
と
の
裏
付
け
と
し
て
、
獅
司
自
身
の
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
と
ロ
シ
ア
語
、

ど
っ
ち
も
喋
る
け
ど
、
ロ
シ
ア
語
の
ほ
う
が
上
手
で
す
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
は
、
ち

ょ
っ
と
あ
ん
ま
り
。」
と
の
言
葉
が
、Y

ah
o
o

エ
キ
ス
パ
ー
ト
の
記
事
に
引
用
さ
れ

て
い
る
（
二
〇
二
三
年
九
月
七
日
付
）。 

結
論
と
し
て
、
獅
司
の
母
語
は
ロ
シ
ア
語
、
第
二
言
語
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
だ
と

推
察
さ
れ
る
。 
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三
．
安
青
錦
の
母
語 

 

安
青
錦
は
、
首
都
キ
ー
ウ
か
ら
南
西
約
二
〇
〇
㎞
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
中
西
部
の
ヴ

ィ
ン
ヌ
ィ
ツ
ャ
州
ヴ
ィ
ン
ヌ
ィ
ツ
ャВ
ін

н
и

ц
я

に
生
ま
れ
た
。
ヴ
ィ
ン
ヌ
ィ
ツ
ャ

は
、
モ
ル
ド
ヴ
ァ
共
和
国
に
隣
接
し
、
ド
ニ
エ
ス
ト
ル
川
沿
岸
に
位
置
す
る
。
キ

エ
フ
・
ル
ー
シ
以
前
か
ら
入
植
の
あ
っ
た
古
都
で
、
一
四
世
紀
半
ば
、
リ
ト
ア
ニ

ア
大
公
の
要
塞
が
築
か
れ
た
こ
と
を
起
源
と
す
る
。 

ロ
シ
ア
に
よ
る
侵
攻
前
は
約
三
七
万
人
が
居
住
し
て
い
た
が
、
侵
攻
後
は
約
五

万
人
の
国
内
避
難
民
を
受
け
入
れ
て
い
る
と
い
う
。
二
〇
二
二
年
七
月
に
は
、
黒

海
に
展
開
す
る
ロ
シ
ア
潜
水
艦
か
ら
発
射
さ
れ
た
巡
航
ミ
サ
イ
ル
「
カ
リ
ブ
ル
」

の
攻
撃
を
受
け
、
二
三
人
が
死
亡
し
た
と
報
道
さ
れ
た
（
二
〇
二
二
年
七
月
一
五

日
付
、C

N
N

お
よ
び
朝
日
新
聞
）。 

 

ヴ
ィ
ン
ヌ
ィ
ツ
ャ
の
家
庭
で
話
さ
れ
る
言
語
は
、
侵
攻
前
の
二
〇
二
一
年
六
月

に
は
人
口
の
八
一
％
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
、
三
四
％
が
ロ
シ
ア
語
だ
っ
た
が
（
第
七

回
調
査
）、
侵
攻
後
の
二
〇
二
三
年
五
月
に
は
八
五
％
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
、
一
五
％

が
ロ
シ
ア
語
と
な
っ
て
お
り
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
話
者
が
増
え
、
ロ
シ
ア
語
を
話
す

人
口
は
急
減
し
て
い
る
（
第
八
回
調
査
）。 

 

安
青
錦
の
出
身
地
ヴ
ィ
ン
ヌ
ィ
ツ
ャ
で
は
、
侵
攻
以
前
も
以
後
も
、
八
割
以
上

の
住
民
が
家
庭
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
を
話
し
て
い
る
こ
と
、
安
青
錦
の
ヴ
ィ
ン
ヌ
ィ

ツ
ャ
時
代
の
記
事
が
ほ
ぼ
す
べ
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら

に
は
、
現
在
確
認
で
き
た
二
本
の
動
画
で
安
青
錦
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
を
話
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
安
青
錦
の
母
語
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。 

            

（「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
出
身
の
二
人
の
力
士
（
二
）」
に
続
く
） 

メリトポリ時代の獅司 

（出典：Официальный блог  

Сергея Соколовского） 

ヴィンヌィツャ時代の安青錦 

（出典：Суспільне Запоріжжя） 
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（
後
記
） 

 
当
初
、
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
出
身
の
二
人
の
力
士
」
と
題
し
て
、
単
発
の
ざ
っ
く
り

と
し
た
紹
介
記
事
を
書
こ
う
と
考
え
て
い
た
。
し
か
し
、
調
べ
れ
ば
調
べ
る
ほ
ど
、

獅
司
の
メ
リ
ト
ポ
リ
時
代
の
実
績
が
膨
大
で
あ
る
こ
と
、
安
青
錦
の
ヴ
ィ
ン
ヌ
ィ

ツ
ャ
時
代
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
ニ
ュ
ー
ス
動
画
が
見
つ
か
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
が

っ
ぷ
り
四
つ
に
組
ん
で
＝
じ
っ
く
り
時
間
を
か
け
て
、
二
人
の
力
士
に
つ
い
て
の

文
章
を
ま
と
め
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

今
後
、
続
編
と
し
て
、
「
（
二
） 

獅
司 

大
（
し
し 

ま
さ
る
）」
「
（
三
） 

安
青

錦 

新
大
（
あ
お
に
し
き 

あ
ら
た
）
」
を
構
想
し
て
い
る
。
獅
司
に
つ
い
て
の

深
掘
り
記
事
を
書
く
頃
に
は
新
入
幕
を
果
た
し
て
い
て
欲
し
い
、
安
青
錦
に
つ
い

て
書
く
頃
に
は
幕
下
上
位
か
新
十
両
に
昇
進
し
て
い
て
欲
し
い
と
の
願
い
を
込

め
て
。 

実
の
と
こ
ろ
、
安
青
錦
の
記
事
を
書
く
頃
に
は
、
私
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
の
力
も

少
し
は
上
達
し
て
い
る
こ
と
を
願
っ
て
の
予
定
で
も
あ
る
。
今
年
六
月
か
ら
オ
ン

ラ
イ
ン
講
座
で
学
び
始
め
、
現
在
、
オ
ン
ラ
イ
ン
辞
書
と
首
っ
引
き
で
（
机
上
で

引
け
る
、
紙
の
宇
和
辞
典
の
出
版
が
切
に
待
た
れ
る
。
目
下
、
市
販
の
紙
の
語
彙

集
と
、
宇
・
英
・
和
・
露
、
い
ず
れ
か
の
オ
ン
ラ
イ
ン
辞
書
を
駆
使
し
な
が
ら
当

座
を
凌
い
で
い
る
）
、
読
解
は
何
と
か
な
る
が
、
聴
解
は
二
割
も
理
解
で
き
な
い

状
況
で
あ
る
。
安
青
錦
の
ヴ
ィ
ン
ヌ
ィ
ツ
ャ
時
代
の
動
画
は
、
現
時
点
で

д
у
ж

е 

гар
н

о

（
と
て
も
良
い
）、ко

р
о
н

ав
ір

у
с

（
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
）、Чем

п
іо

н
ат Є

в
р
о
п

и

（
欧
州
選
手
権
）
ぐ
ら
い
し
か
聴
き
取
れ
な
い
の
で
、
半
年
か
一
年
後
に
は
、
お

お
よ
そ
理
解
で
き
る
て
い
ど
に
上
達
し
て
い
れ
ば
と
い
う
期
待
と
決
意
を
込
め

て
の
予
告
で
あ
る
。 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
学
習
に
つ
い
て
。
ロ
シ
ア
語
学
習
者
、
他
の
ス
ラ
ヴ
語
学
習
者
、

あ
る
い
は
言
葉
に
興
味
の
あ
る
人
に
は
、
ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
る
こ
と
を
お

す
す
め
し
た
い
。
と
く
に
、
ロ
シ
ア
語
・
ス
ラ
ヴ
語
学
習
者
に
と
っ
て
は
、
キ
リ

ル
文
字
を
一
か
ら
覚
え
る
必
要
が
無
く
、
語
彙
や
文
法
に
な
じ
み
深
い
要
素
が
多

い
の
で
、
い
ざ
始
め
て
み
る
と
驚
く
ほ
ど
楽
し
く
学
習
で
き
る
と
思
う
。
私
自
身
、

身
を
も
っ
て
知
の
楽
し
み
を
味
わ
っ
て
い
る
。
大
学
院
時
代
に
な
ん
と
な
く
二
年

間
履
修
し
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
の
語
彙
や
知
識
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
を
学
ぶ
過
程
で

思
い
が
け
ず
役
立
っ
て
お
り
、
過
去
か
ら
ご
褒
美
を
貰
え
た
よ
う
な
不
思
議
な
感

慨
が
あ
る
。
新
し
い
こ
と
を
始
め
る
の
は
楽
し
い
。
自
分
の
中
に
、
ロ
シ
ア
語
以

外
に
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
の
回
路
が
開
通
し
た
実
感
が
あ
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
学
習

の
お
か
げ
で
、
新
た
な
世
界
が
広
が
り
、
内
面
が
さ
ら
に
充
実
す
る
思
い
だ
。 

こ
の
コ
ラ
ム
を
書
き
終
え
る
頃
に
は
、
必
ず
戦
争
が
終
わ
っ
て
い
て
欲
し
い
。

そ
う
切
に
願
う
。 

 


